
〔症例〕

No.

患者
１日投与量

投与期間

副作用

性・

年齢

使用理由

（合併症）
経過及び処置

１ 女
30代

逆流性食道炎
（なし）

20mg
１日間

↓
中止

アナフィラキシー

既往歴，患者の体質等：なし

投与開始日
（投与中止日）

投与中止１日後

不明日
投与中止３日後
不明日

数週間前より胸やけあり，他院にて胃カメラ検査を実施。逆
流性食道炎と診断され，本剤就寝前で処方され，同日服用し
た。
前日に本剤服用した３時間後からそう痒，嘔気の症状あり（ア
ナフィラキシー），救急外来受診。全身紅潮，血圧低下（87/57），
SPO2 98%，アナフィラキシーショックとして，アドレナリ
ン0.3mg筋注，入院。前日の投与をもって本剤中止。メチル
プレドニゾロン125mg/日，点滴加療（２日間）。
全身そう痒持続，大腿部紅疹。
症状軽快し，退院。
退院後，DLST検査を実施し，本剤272cpm（+），コントロー
ル114cpm。
退院以来来院していない。

臨床検査値

投与開始日
（投与中止日）

投与中止
１日後

投与中止
３日後

投与中止
10日後

不明日

WBC（µL） 16,100 － 8,400 6,249 －

リンパ球 3,139 － 1,537 1,277 －

LD（u/L） 300 － 203 182 －

AST（IU/L） 36 － 15 13 －

CRP（mg/dL） 0.06 － 0.75 0.2 －

血圧 － 87/57 － － －

SPO2（%） － 98 － － －

DLST（cpm）：本剤 － － － － 272（+）

DLST（cpm）

：コントロール
－ － － － 114

併用被疑薬：なし
併用薬：なし


